
明けましておめでとうございます。
旧年中は皆さまに大変お世話にな

りました。しかしながら私自身の力
不足により、総選挙では勝利を勝ち
取ることが出来ませんでした。しか
し、多くの皆さまにお支え頂いた経
験は私にとって大きな励みとなりま
した。

神奈川県選挙区公認候補予定者
今回の敗退はとても重く、一時は

政界から身を引くことも考えました。しかし私自身、『誰に
でも何度でもチャンスのある社会を創る』という志を立て
政治家となった以上、こんなことで諦めるわけにはいかない
と、もう一度自らを奮い立たせ政治の世界に挑戦する決意を
固めました。そんな折、令和4年1月7日に自由民主党本部に
おいて、私を本年7月の参議院神奈川県選挙区の公認候補
予定者とすることが決定されました。公認を決定する過程
で多くの方々から、自民党の神奈川県連に私を候補者として
ご推挙頂いたことが大きな追い風となったとも伺いました。

まずは、コロナ対策
私が目指す未来は明らかです。『誰にでも、何度でもチャ

ンスのある社会を創る』ことです。そして引き続きコロナ
禍の今、取り組むべき直近の課題は何でしょうか。まずは、

コロナを早く収束させることです。
オミクロン株等、新たな不確定な要
因もありますが、ブースターワクチ
ンの接種と経口薬の活用で何とか夏
頃までには目処を着け、コロナで傷
んだ経済の本格的回復への道筋をつ
けなければなりません。

『誰にでも、何度でもチャンス
のある社会』を創る！
その上で、目指すべき社会を実現

する為に大きく二つのことに力を入れたいと思います。一
つは、過去30年ほとんど増えなかった所得を増やす政策に
力を入れることです。3年前に、『所得を増やそう！』とい
うキャッチコピーで街にポスターを貼った時には、大変不
評でした。しかし、今、与野党を問わず、所得を増やして
いくこと、あるいは成長し、果実を分配していくことを掲
げています。私は、その方策についてずっと考えてきまし
た。それを一つ一つ実行してゆきたいのです。もう一つは、
かねてより訴えてきた現実的な安全保障政策を政権の中で
実現していくことです。
この二つのことを参議院選挙で訴え、実現することを皆
さまにお約束をして新年のご挨拶と致します。
　
　 元衆議院議員　浅尾 慶一郎
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再起！
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税金は税務署、社会保険料は年金事務所と
それぞれ別個の公的機関が徴収しています。 
私はバラバラに徴収される現在の仕組みを一本化し
【歳入庁】を新設することで『公平で効率の良い』制度
にします。毎年十兆円を超える保険料の徴収漏れを
なくす、そしてコロナ禍のような緊急事態には【迅速
に給付する】
ことが可能と
なります。困
っている人を
いち早く救い
ます。

公費を年間１兆７千億円削減しました。
2006年公務員の有給休息時間（休憩時間に手

当がつく）を廃止することで実現しました。民間
には存在しない制度は多くの国民には理解できませ
ん。私は国民から預かった税金は適切に使われるべ
きだと考えています。

長年に渡り日本発の技術【人工光合成】の開発を
支援しています。世界に先駆けて実現し、実用化する
ことで、地球温暖化を日本の技術で解決に導きます。
私は【人工光合成】で、日本をエネルギー産出国に
することを
めざします。

税金から支給される政党交付金は、解党時に国に返
すのは当然のこと。私はみんなの党の解党の際、政党
代表として反対する同
志を説得し14億円を国
庫に返納しました。「使
わなかったお金は返す」
これはごく当たり前の
ことです。これが私の
政治姿勢そのものです。

「夜寝る時、家を留守にする時にカギを掛けなくて
も安心ですか？」多くの方は家と大切な人を守るため
に日々用心されているでしょう。昨今は時代とともに
その守り方も多様化してきました。国を守る安全保障
も同じです。北朝鮮への外貨送金を止める法律を立
案した私だからこそ、現在の国際社会において、その
ことを実現する力があります。

実現したい制度
これまでに

実現した行政改革

安全保障に精通しています

憲政史上初、国庫に返納

自民党の公認決定　記者会見しました
2022年１月７日（金）神奈川県庁にて

自民党は、あさお慶一郎を参院選神奈川選挙区
（改選定数４＋１※欠員分）の党公認候補として正
式に発表、記者会見しました。「激戦が予想され
るが、自民党の公認として県内全域に理解を求め
たい。所得の向上、現実的な安全保障政策に注力
する。一回会った人に必ず一票入れていただく覚
悟で臨む」と意気込みを述べました。あさお慶一
郎の『選挙区』は神奈川県全域へと広がります。

取り組む地球温暖化解決

あさお慶一郎が

あさお慶一郎が

あさお慶一郎は

あさお慶一郎は

あさお慶一郎
２分で分かる あさお慶一郎が


